
※　サポートチームの円滑な組織化のためには、日常的な関係機関によるネットワークの構築や、必要に応じてサポート
　チームの参加を求め得る団体などとの緊密な連携を図っていくことが重要である。

少年サポートチーム
　
　 「少年サポートチーム」は、少年の問題行動が多様化、深刻化してい
る現状において、個々の少年の問題状況に着目し、的確な対応を行うた
め、警察、学校、児童相談所、保護観察所等の権限を有する関係機関が
チームを構成し、適切な役割分担の下に連携して対処するものである。
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